
 

研究科・学部教授会議事録 
（平成31年４月1８日（木） 13:50～16:45） 

 
○平成31年3月14日（木）開催の研究科・学部教授会議事録について、確認の結果、これを承認した。 
 
Ⅰ 報告事項 

１．委員会報告 
＜研究科内委員会・会議＞ ８件 

1- 1．将来計画委員会      
1- 2．薬学6年制教育改革WG 
1- 3．大阪大学薬学部創立70周年記念事業実行委員会 
1- 5．学務会議 
1- 6．予算・施設会議 
1- 7．情報・広報会議                     
1-８．臨床研究倫理審査委員会 
1-10. ５附置施設（附属薬用植物園、附属化合物ライブラリー・スクリーニングセンター） 

 
＜大学内委員会＞ ４件 

1- Ir． 吹田地区箕面地区合同部局長会議     
1- 11．教育研究評議会 
1- 12．部局長会議 
1- 15．医歯薬生命系戦略会議 

             
２．兼業について 

研究科長から、報告資料２に基づき、報告があった。 
 

３．兼任教員について 
研究科長から、報告資料３に基づき、報告があった。 

 
４．分野別・月別電力使用量について 

     研究科長から、報告資料４に基づき、報告があった。 
 

５．その他   
   ①研究科ネットワーク運用管理責任者から、USBの取扱いについて、注意喚起があった。 

 
   

Ⅱ 協議事項 
１．招へい教員等の受入れ及び称号付与について（継続） 

研究科長から、協議資料１に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 
 

２．招へい教員等の受入れについて（新規） 



 

研究科長から、協議資料２に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 
 

３．各種委員会委員の選出について 
研究科長から、協議資料３に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 
４．生物有機化学分野における特任助教（常勤）から助教への移行について 

将来計画委員会委員長から、生物有機化学分野における特任助教（常勤）から助教への移行
経緯について説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 
５．助教から講師への昇任審査に関する実施要領の策定について 

将来計画委員会委員長から、協議資料５に基づき説明があり、協議の結果、次回の教授会に
て再度協議することとなった。 
 

６．薬学研究科における教員業績評価基本方針及び薬学研究科教員業績評価に関する申し合わせの
一部改正について 

将来計画委員会委員長から、協議資料６に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 
 

７．２０２０年度概算要求関係資料について 
将来計画委員会委員長から、協議資料７に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 

 
８．学生の異動について 

学務会議議長から、協議資料８に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 
 
  ９．長期課題研究及び卒業研究の分野分属について 

学務会議議長から、協議資料９に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 
 
  10．２０１９年度発表会等の日程について 

学務会議議長から、協議資料 10に基づき説明があり、協議の結果、再検討することとなった。 
 
  11．２０２０年度入学者選抜学部決定事項について 
      学務会議議長から、協議資料11に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 
 

12．２０２０年度AO・推薦入試入学者選抜要項について 
   学務会議議長から、協議資料12に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 
 
13．２０１９年度入学者の既修得単位認定ついて 
   学務会議議長から、協議資料13に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 
 
14．２０１９年度非常勤講師について 

学務会議議長から、協議資料14に基づき説明があり、協議の結果、これを承認した。 
 

15．その他 



 

（１）第4回日本薬学教育学会大会の開催について 
    研究科長から、第4回日本薬学教育学会大会が8月24日（土）～８月25日（日）に

大阪大学が担当校となり開催されるので、積極的な参加について依頼があった。 
 

（２）年次有給休暇の計画的な取得の促進について 
研究科長から、今年度の該当は、平成３１年４月１日以降に採用される職員（１０日

以上の年次有給休暇が付与されている職員）となり、昨年度に休暇が付与されている職
員については、来年度からの実施となる旨、説明があった。 
また、事務長から年１０日以上の年次有給休暇が付与されている職員は、年次有給休

暇の日数のうち年５日以上の休暇を取得するよう促し、これに違反した場合には罰則の
適用もある旨説明があった。各分野においては、今年度から年次有給休暇を取得し始め
るようにとの依頼があった。 

 

   
次回研究科・学部教授会  
令和元年５月１６日（木）研究教育安全管理委員会終了後から開催 

 


